
　　

今
後
も
要
介
護
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、国
は
介
護
費
用
を
削
減
し
つ

つ
快
適
に
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う「
介
護

予
防
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」を
立

ち
上
げ
た
。本
市
は
来
年
４
月
よ
り
移

行
す
る
が
、事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

絞
り
、地
域
住
民
等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

低
価
格
で
お
願
い
す
る
こ
と
が
増
え
る

た
め
以
下
の
疑
問
が
生
じ
る
。①
経
営
悪

化
・
規
模
縮
小
す
る
事
業
所
も
出
得
る

②
地
域
住
民
の
負
担
が
増
え
る
③
市
の

支
出
は
減
る
か
？

　　

①
事
業
所
に
と
っ
て
、
平
成
27
年
度

の
介
護
報
酬
の
見
直
し
に
続
く
大
変
厳

し
い
内
容
。
国
の
制
度
改
正
で
あ
り
、

市
独
自
の
財
政
支
援
は
難
し
い
が
事
業

所
と
の
連
携
は
不
可
欠
な
の
で
話
し
合

い
を
持
ち
、
平
戸
市
独
自
の
体
制
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。
②
住
民
組
織
等
に

よ
く
説
明
し
て
協
力
を
得
た
い
。
③
平

成
29
年
度
は
若
干
増
加
す
る
見
込
み
。

　
　

　
つ
ま
り
事
業
所
は
苦
戦
し
、住
民
も
今

以
上
の
協
力
を
要
さ
れ
る
が
、便
利
に
な

る
保
証
も
な
く
市
の
支
出
は
増
え
る
。何

を
目
指
す
の
か
？
意
義
と
成
果
を
し
っ

か
り
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。

　　

内
部
で
十
分
検
討
し
対
応
し
た
い
。

　
　

　

こ
の
事
業
の
骨
格
と
な
る
地
域
包
括

ケ
ア
で
任
用
す
る
８
名
の
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
成
否
の
鍵
を
握
る
。

安
心
し
て
自
宅
療
養
す
る
た
め
に
は
医

療
、介
護
、介
護
予
防
等
の
専
門
家
と
地

域
の
協
力
が
不
可
欠
。生
活
支
援
や
住

ま
い
、財
産
の
管
理
ま
で
総
合
的
に
見
る

こ
と
も
あ
る
。多
く
の
社
会
資
源
が
上
手

に
連
携
す
る
に
は
社
会
福
祉
士
的
な
働

き
が
必
要
。月
額
18
万
円
の
報
酬
額
も

再
考
す
べ
し
。

　　

ご
指
摘
の
と
お
り
。
定
年
退
職
者
等

の
お
力
を
借
り
つ
つ
併
せ
て
考
え
た
い
。

　

統
括
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
市
役
所
内
部
組
織
の
た
め
、夜
間
週

末
の
対
応
に
難
あ
り
。職
員
が
数
年
で
異

動
す
る
損
失
も
甚
大
。内
部
に
専
門
家

を
育
て
る
か
、外
部
委
託
す
る
か
だ
。

　　

コ
ス
ト
や
今
回
の
制
度
改
正
も
含
め

外
部
委
託
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

　

ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
売
に
対
す
る
事
業

所
の
現
状
と
行
政
の
支
援
策
に
つ
い
て
問

う
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
伸
び
を
契
機
に
、平

戸
市
内
で
生
産
、加
工
さ
れ
た
産
品
の
種

類
は
豊
富
に
な
り
、ま
さ
に
全
国
に
誇
れ

る
平
戸
市
の
宝
と
な
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
宝
の
中
に
は
、旬
の
物

や
限
定
さ
れ
た
物
、ま
た
、大
量
に
生
産

で
き
る
物
や
少
量
し
か
生
産
で
き
な
い

物
も
あ
り
、こ
う
い
っ
た
産
品
の
販
売
先

の
確
保
が
生
産
者
の
意
欲
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
、行
政
の
支
援
策
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　　

ふ
る
さ
と
納
税
特
典
カ
タ
ロ
グ
に
よ

る
返
礼
品
シ
ス
テ
ム
は
、
市
の
財
源
確

保
と
い
う
直
接
的
な
効
果
以
外
に
も
、

市
内
の
産
業
振
興
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を

与
え
て
い
る
と
自
己
評
価
し
て
い
る
。

　

最
大
の
効
果
は
、
平
戸
産
品
が
全
国

に
通
用
し
、
多
く
の
消
費
者
に
喜
ば
れ

て
い
る
手
応
え
と
、
自
信
を
持
て
た
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

本
来
、
活
性
化
の
特
効
薬
な
ど
存
在

せ
ず
、
自
ら
が
悪
条
件
に
負
け
ず
、
反

骨
精
神
と
柔
軟
な
物
の
考
え
方
を
も
っ

て
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
、
生
き
生
き
と
輝
く
地
域
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

誰
し
も
現
状
に
甘
ん
じ
る
事
な
く
、

さ
ら
な
る
経
営
努
力
を
し
、
お
客
様
に

喜
ん
で
も
ら
い
初
め
て
そ
の
対
価
で
あ

る
売
り
上
げ
が
得
ら
れ
る
。
商
売
や
経

営
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

　
（
仮
称
）平
戸
市
産
業
振
興
公
社
は
、

今
年
度
調
査
費
を
予
算
計
上
し
て
い
る

が
、現
在
の
検
討
状
況
を
問
う
。

　　

新
た
な
組
織
の
方
向
性
や
必
要
性
、

可
能
性
を
見
出
す
た
め
先
進
地
の
事
業

内
容
や
組
織
、
経
営
状
況
な
ど
を
探
る

こ
と
を
目
的
に
視
察
を
行
な
っ
た
。
全

国
的
に
団
体
の
経
営
は
厳
し
い
が
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
着
実
に
就
農
、
定
住

に
繋
げ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
を
基
に
、
組
織
、

事
業
内
容
、
人
員
配
置
な
ど
や
、
そ
れ

に
伴
う
財
源
確
保
を
総
合
的
に
精
査
し

新
た
な
組
織
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

　
こ
の
夏
の
九
州
地
方
で
は
、記
録
的
な

猛
暑
日
を
更
新
し
、熱
中
症
に
よ
る
緊

急
搬
送
は
、統
計
を
始
め
た
２
０
０
５
年

以
来
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、林
野
火
災
等
が
昨
年
度
よ
り

多
く
発
生
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

 

そ
こ
で
、平
戸
市
で
も
水
稲
や
畑
作
物
、

畜
産
、漁
業
等
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
る

が
、ど
の
よ
う
に
把
握
し
、ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
尋
ね
る
。ま
た
、市
民
生

活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
の
か
。

　　

農
業
部
門
の
影
響
は
、
基
幹
産
業
で

あ
る
水
稲
を
中
心
に
、
水
不
足
に
よ
る

生
育
不
良
や
収
量
の
減
少
、
品
質
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
、
か
ん
が
い
用
水
の
確

保
を
始
め
、
品
目
に
応
じ
た
被
害
低
減

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

水
産
関
係
の
影
響
は
、
表
層
部
分
の

水
温
が
30
度
を
超
え
る
日
が
確
認
さ
れ
、

一
部
の
養
殖
漁
場
で
は
、
マ
ア
ジ
な
ど

の
変
死
が
起
き
て
い
る
と
の
報
告
が
あ

る
。

　　

肉
用
牛
の
飼
料
と
し
て
栽
培
さ
れ
て

い
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
水
稲
は
、
水
稲
同
様
に

水
不
足
よ
る
出
穂
の
遅
れ
、
茎
葉
の
立

ち
枯
れ
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
生

育
期
間
中
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
高
温

障
害
の
発
生
や
、
翌
年
度
の
収
穫
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
、
肉
用
牛
に
つ
い
て

は
体
力
消
耗
、
体
調
不
良
や
受
胎
へ
の

影
響
も
心
配
さ
れ
る
。

　

今
年
の
火
災
発
生
件
数
は
、
８
月
末

ま
で
に
建
物
火
災
や
林
野
火
災
な
ど
30

件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。
小
雨
で

あ
っ
た
７
月
に
４
件
、
８
月
に
10
件
と
、

14
件
林
野
火
災
が
発
生
し
、
例
年
に
比

べ
多
発
し
た
。

　

ま
た
、
熱
中
症
に
よ
る
搬
送
も
25
件

あ
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て
倍
増
し
た
。

　
　

　

小
、
中
学
校
に
お
い
て
体
育
館
や
教

室
が
40
度
以
上
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
が
心
配
さ
れ
る
が
、
空
調
設
備

は
設
置
で
き
な
い
の
か
。

　　

児
童
生
徒
の
健
全
な
教
育
環
境
の
整

備
の
観
点
か
ら
一
定
の
空
調
設
備
は
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

　
　

　

地
下
食
堂
の
閉
店
に
つ
い
て
は
、
駐

車
場
の
有
料
化
が
原
因
と
聞
い
て
い
る
が
、

実
際
有
料
化
に
し
て
本
庁
舎
前
は
従
来

の
３
分
の
１
程
度
、
第
２
駐
車
場
は
、

ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
状

の
利
用
状
況
は
い
か
が
か
。

　　

８
月
の
利
用
実
績
は
、
延
べ
７
千
１

８
６
台
、
う
ち
庁
舎
利
用
に
よ
る
無
料

台
数
が
約
86
％
の
６
千
１
５
６
台
、
有

料
の
台
数
が
約
14
％
の
１
千
30
台
、
料

金
合
計
額
は
、
30
万
１
千
９
０
０
円
で

す
。
な
お
、
食
堂
の
開
店
営
業
予
定
は
、

い
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

第
２
駐
車
場
の
３
分
の
１
程
度
を
女

性
職
員
優
先
の
月
極
め
に
し
、
今
借
り

て
い
る
遠
方
の
駐
車
場
と
交
換
す
れ
ば
、

治
安
上
か
ら
も
良
い
と
思
う
の
で
検
討

し
て
み
た
ら
い
か
が
か
。

　

次
に
交
付
税
の
算
定
逓
減
の
対
応
と

最
終
見
通
し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考

え
で
あ
る
か
尋
ね
る
。

　　

財
政
運
営
上
の
大
き
な
課
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
普
通
交
付
税
の
合
併
算

定
替
の
特
例
措
置
は
、
段
階
的
逓
減
が

平
成
28
年
度
よ
り
始
ま
り
、
平
成
33
年

度
か
ら
一
本
算
定
に
な
る
。
臨
時
財
政

対
策
債
を
含
め
、
最
大
約
17
億
と
算
定

さ
れ
て
い
た
合
併
算
定
替
と
一
本
算
定

の
返
り
は
新
た
な
財
政
支
援
措
置
に
よ

り
、
平
成
28
年
度
の
算
定
で
は
、
約
８

億
５
千
万
円
ま
で
縮
減
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
28
年
度
普
通
交
付

税
の
算
定
は
、
段
階
的
縮
減
率
の
10
％

減
額
を
含
め
、
96
億
２
千
98
万
１
千
円

で
、
こ
れ
に
調
整
額
を
減
じ
た
交
付
額

は
、
96
億
１
千
77
万
９
千
円
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
１
億
１
１
９

万
９
千
円
で
、
１
％
減
少
と
な
る
。
引

き
続
き
行
政
改
革
や
財
政
健
全
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

 　　

法
定
外
公
共
物
（
未
登
記
等
）
の
農

道
・
水
路
の
災
害
に
、
市
民
が
困
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
農
業
を
支
え
る
意

味
で
も
支
援
が
必
要
で
は
。

　

現
状
の
法
令
で
は
、
そ
の
よ
う
な
特

例
措
置
は
難
し
い
現
状
で
あ
る
。
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平成28年9月定例会、7名の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成28年9月定例会

●
福
祉
行
政
に
自
立
し
た
組
織
・
人
材
が
育
つ
よ
う
に
！

●
平
戸
産
品
の
販
売
先
の
確
保
と
支
援
策
を

●（
仮
称
）
産
業
振
興
公
社
の
検
討
状
況
は

●
今
夏
の
猛
暑
、
少
雨
の
影
響
は
ど
う
捉
え
・
ど
う

　

対
応
す
る
の
か
。

●
庁
舎
内
食
堂
営
業
再
開
は
（
駐
車
場
管
理
含
む
）

●
交
付
税
逓
減
の
対
応
と
未
登
記
農
道
・
水
路
の
災
害
時
の
対
応
は


